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　疑偽経『仏頂心大陀羅尼経』は、正確には『仏頂心観世音菩薩大陀羅尼

経』と呼ぶ。本書は上・中・下巻の三巻に分かれているが、各巻の名称は

異なっている。すなわち、この三巻はそれぞれ『仏頂心観世音菩薩大陀羅

尼経』巻上、『仏頂心観世音菩薩治病催生法経典』巻中、『仏頂心観世音菩

薩前往難救経典』巻下と名づけられている。敦煌 1 ・黒水城・山西応県木

塔 2 ・房山石経 3 のいずれにも残されており、漢語・西夏語、ウイグル語 4

などの異なる版本がある。黒水城出土の西夏語『仏頂心大陀羅尼経』が最

初に収録された『西夏文写本と刊本』には、十数個のテキストがあり、『仏

頂心観世音菩薩』・『仏頂心観世音菩薩患医生断法経』・『仏頂心観世音菩薩

大陀羅尼経』・『仏頂心陀羅尼経』などの名称が残るが、巻号の標識はな

い 5 。その後、クチャーノフ編著『俄蔵黒水城：西夏語仏教文献部分』に

収録されたが、両者に収録するテキストにも相違がある 6 。近年、張九玲

がロシア所蔵西夏語『仏頂心大陀羅尼経』の出土・残存の情況について概

略的に紹介し 7 、さらに敦煌の漢語本を参照して第908号の西夏語本に対

して翻訳・解釈、校注を行った 8 。本稿は、先行研究に基づき、イギリス

所蔵西夏語『仏頂心大陀羅尼経』に対して翻訳・解釈を行い、合わせて関

連する問題について考察する。

イギリス所蔵の西夏語『佛頂心大陀羅尼経』
の翻訳・解釈と関連する諸問題＊
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１ ．�イギリス所蔵黒水城西夏文『仏頂心大陀羅尼経』の
現存状況

　『英蔵黒水城文献』（ 5 冊）において、Or. 12380-2102RV（K. K. II. 0243. e）、

Or. 12380-3875（K. K. ）、Or. 12380-3025（K. K. II. 0234. b）の三つだけが、

刊行者によって『仏頂心観世音菩薩大陀羅尼経』と命名されるが、全 5 冊

のイギリス所蔵の西夏語仏経教文献全体を整理してみると、その他にまだ

命名されていない、あるいは命名が間違っている残経で、また『仏頂心大

陀羅尼経』であるものが存在している。以下にそれぞれの収録文、翻訳・

解釈、ならびに残葉の版式、字数などについて紹介する。

　（ 1 ）Or. 12380-2102RV（K. K. II. 0243. e）の残経について、刊行者は『仏

頂心観世音菩薩大陀羅尼経』と命名している 9 。この写本は、 2 頁16行が

残っており、右の残葉の上には2101号とある。この中で左には 5 行がある

が、右の前 5 行とひっついて一緒になっており、左の 5 行は右 5 行がひっ

くり返った文である。一行の文字数は17〜19字で異なっており、残葉の右

2 行の下部に残欠があり、上下に横の枠線がある。残欠の内容はロシア所

蔵館冊第105号の翻刻によって次のように補う。

転輪王福具足得応若人香花以此陀羅尼経

典供養者大千界福得此大悲法彼人世界中大

10

成就得若及善男子善女人若早晨時面仏前

11

面去妙香好焼是陀羅尼経典誦千遍満故時
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観世音菩薩阿難身像化作明証為見問言如

何報以需要説願依悉皆成就令能身口意業

消除仏三昧頂灌智力波羅蜜地勝殊力依満

足獲得

仏頂心観世音菩薩経典上巻  終

仏頂心観世音菩薩病治生催法経典中巻

及假若諸女人一切子腹入襟寬闊十月滿足誕

（以下の西夏字は右の残葉の 1 - 5 行がひっくり返った文であるので、

収録しない）

　刊行者はOr. 12380-2102RV（K. K. II. 0243. e）の残葉を正しく命名して

いるけれども、かなり曖昧である。この内容は『仏頂心観世音菩薩経典』

上巻の末尾の箇所と『仏頂心観世音菩薩治病催生法経典』中巻の冒頭の内

容であろう。翻訳は次の通りである。

応得具足転輪王福。若人以香花供養此陀羅尼経典者，得此大千界福、

大悲法，彼人得世界中大成就。若及善男子、善女人者，早晨時至仏前

焼妙好香，誦是陀羅尼経典千遍満，故時見観世音菩薩，化作阿難身像
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為証明，問言所需要如何報？依願悉皆成就，令能消除身口意業，獲得

仏三昧頂灌智力波羅蜜地勝殊力，依満果遂。『仏頂心観世音菩薩経典』

上巻  終

『仏頂心観世音菩薩治病催生法経典』中巻

又仮若一切諸女人身懐六甲満十個月，誕生……

（応に転輪王の福を具足するを得るべし。若し人、香花を以て此の陀

羅尼経典を供養せば、此の大千界の福・大悲の法を得て、彼の人、世

界の中の大成就を得。若し善男子・善女人に及ばば、早晨の時、仏前

に至って妙好の香を焼き、是の陀羅尼経典を誦すること千遍満、故に

時に観世音菩薩を見て、阿難の身像と化作するを証明と為し、問うて

『所需要、如何が報なるや』と言う。願に依りて悉皆く成就し、能く

身口意の業を消除せしめ、仏三昧頂灌智力波羅蜜地勝殊力を獲得する

こと、果遂を満ずるに依る。『仏頂心観世音菩薩経典』上巻  終わる

『仏頂心観世音菩薩治病催生法経典』中巻

又た仮若し一切の諸女人身懐六甲して十個月を満せば、誕まれ......）

　（ 2 ）Or. 12380-3025（K. K. II. 0234. b）の残経について、刊行者は『仏

頂心観世音菩薩大陀羅尼経』と命名している12。 1 頁 6 行が残り、一行14

字である。写本について、残葉の上に3025号とある。行と行の間に縦の罫
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線があって、字を分けている。上下に横の枠線がある。収録文の翻訳・解

釈は下記の通りである。

　鄰人呪罵詈無利尋唯鬼悪損害人

　家中住横悩雑令人之方便欲者是

　陀羅尼経典与遇所住処各供養

　者諸鬼神皆驚走往損害不敢

　仏頂心観世音菩薩経典中巻終

　仏頂心観世音菩薩難救前往経

　このOr. 12380-3025（K. K. II. 0234. b）の残葉は『仏頂心大陀羅尼経』

中巻に対応する内容であると確定することができる。

楼主家隣人，呪詈罵、尋無利，唯鬼悪損害住人家中，令横雑悩，人欲

之方便者，与遇於住処各供養是陀羅尼経典者，諸鬼神皆驚奔走，不敢

損害。

『仏頂心観世音菩薩経典』中巻終

『仏頂心観世音菩薩前往難救経』

（楼主家の隣人、詈罵を呪し、利無きを尋ぬるに、唯だ鬼悪、損害し

て人家の中に住して、横に雑悩せしむるのみ。人の之れに方便せんと

欲する者と、住処に遇いて各おの是の陀羅尼経典を供養せん者と、諸

鬼神は皆な驚きて奔走し、敢えて損害せず。

『仏頂心観世音菩薩経典』中巻終わる

『仏頂心観世音菩薩前往難救経』）
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　（ 3 ）西夏語Or. 12380-3493（K. K. II. 0282. ccc）の残葉について、刊行

者は「仏経」などと命名している13。この写本は、 6 行が残り、一行は14

字である。残葉の上には3493号とあり、行と行の間に縦の罫線があって文

字を分けており、上下には横の枠線がある。収録文については、以下のよ

うに翻訳・解釈する。

	 守護功徳者具所説無説彼城主聞

	 故礼敬懺悔速彼和尚於本請自食

	 財施人請彼処庭前面千巻写令道

	 場中処日夜香花供養彼及後敕出
14 	 官高是経典功徳者無量辺無也知

　Or. 12380-3493（K. K. II. 0282. ccc）の残葉を解読すると、これが『仏

頂心大陀羅尼経』巻下に対応する内容であると確定することができる。翻

訳は以下の通りである。

……守護，功徳不可具説。彼城主聞説，故立即敬礼懺悔，於彼和尚請

本，破施銭財，請人於殿堂前写千巻，放道場中，日夜香花供養，彼之



‒ 217 ‒

後，敕出官高，応知是経典功徳者無量無辺。心歓受信，頂戴奉行。

（……守護、功徳は具さに説く可らず。彼の城主、聞説す。故に立即

ちに敬礼懺悔し、彼の和尚に於いて本を請うて、銭財を施すことを破

り、人に請うて殿堂の前に於いて千巻を写し、道場の中に放ち、日夜

に香花もて供養す。彼の後、官高に敕出す。応に知るべし、是の経典

の功徳は無量無辺なり。心に歓び信を受け、頂戴奉行す。）

　Or. 12380-3025（K. K. II. 0234. b） とOr. 12380-3493（K. K. II. 0282. 

ccc）の残葉と対比すると、二つの残葉が同一の経典であると確定するこ

とができるが、両者は連続させることができない。Or. 12380-3025（K. K. 

II. 0234. b）は巻中の最後であり、Or. 12380-3493（K. K. II. 0282. ccc）は

巻下の最後である。

　（ 4 ）西夏語Or. 12380-3875（K. K. ）残葉について、刊行者は『仏頂心

観世音菩薩大陀羅尼経典』（上巻）と命名しており15、写本の巻軸装で、

各行の字数は等しくない。実際には、Or. 12380-3875（K. K. ）はただ『仏

頂心観世音菩薩大陀羅尼経典』（上巻）と名づけることはできない。残経

には中巻と下巻も含んでおり、わずかに末尾に「 　
16

」という内容が足りないだけである。分量が非常
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に多いため、ここには収録しないので、別稿を参照してもらいたい。筆跡

から判断すると、Or. 12380-3875（K. K. ）の残経は一人の書写ではなく、

少なくとも三人の筆跡であろう。巻上は比較的整っているが、その末尾に

草書体があるので、二人の筆跡であると見なすことができる。巻中と巻下

の前の二つの霊験譚は、更に別の人の書写であろう。西夏文字がかなり熟

れておらず、膨らみがない。第三、第四の霊験譚の書写者の筆跡は巻上と

同一人物である。
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　（ 5 ）西夏語Or. 12380-0050（K. K. II. 0283. ggg）の残経について、刊

行者は「仏経」と命名している17。これは版本の経折本であり、 1 折 6 行

が残り、一行は14文字で、左面の 2 行の下に欠落がある。上下に横の枠線

がある。欠落の内容はロシア所蔵の第105号に基づいて補うと、収録文は

以下の通りである。

　　　一切断能恐怖一切滅能衆生一切

　　　此威神功依皆苦離能解脱爾時世

　　　音観菩薩重釈迦牟尼仏之言説我

　　　今苦悩衆生因魔障滅除苦遇衆生

　　　之救害無令欲自主王智印大陀羅

　　　尼法以苦受衆生一切之救済疾病

　Or. 12380-0050（K. K. II. 0283. ggg）の残葉を解読すると、『仏頂心大

陀羅尼経』巻上に対応する内容と確定することができる。

能断一切結縛，能滅一切恐怖，一切衆生依此威神功悉能離苦解脱。爾

時，観世音菩薩重白釈迦牟尼仏言：我今欲為苦悩衆生滅除魔障，救遇

苦衆生令無災，以自在王智印大陀羅尼法救済一切受苦衆生，滅除一切

疾病。
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（能く一切の結縛を断じ、能く一切の恐怖を滅し、一切の衆生は此の

威神の功に依りて、悉く能く苦を離れ解脱す。爾の時、観世音菩薩、

重ねて釈迦牟尼仏に白して言わく、「我れ、今、苦悩の衆生の為めに

魔障を滅除し、遇苦の衆生を救いて災無からしめ、自在王智印大陀羅

尼法を以て一切の受苦の衆生を救済し、一切の疾病を滅除せんと欲す」

と。）

　（ 6 ）西夏語Or. 12380-1099（K. K. II. 0244. g）残経について、刊行者

は「仏経」と命名している18。写本であり、 1 頁 6 行が残り、一行は13文

字あるいは14文字である。上下に横の枠線がある。収録文は以下の通りで

ある。

	 法説滅令若三宝師主父母前面

	 無敬心起若世世生殺命断悪業
19 	 為造若三善月中女嫁媳娶妄衆

	 生殺辺無罪大犯自身於聚集世

	 日迷冥無知不覚天亦不楽地亦不
20 	 許千仏世出罪懺得不是如罪重人
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Or. 12380-1099（K. K. II. 0244. g）の残経を解読すると、『仏頂心大陀羅

尼経』巻上に相応する内容であると確定することができる。翻訳は以下の

通りである。

非法説法。若在三宝、師主、父母面前起無敬心（驕慢心），若世世造業，

殺生断命，若三善月中，嫁女、娶妻、妄殺衆生，犯無辺大罪，聚集於

自身，整日迷失，不知不覚，天亦不楽，地亦不許。千仏出世，不得懺

罪，如是重罪人。

（法に非ずして法を説く。三宝・師主・父母の面前に在りて無敬心（驕

慢心）を起こすが若し。世世に業を造り、殺生して命を断ずるが若し。

三善月の中、嫁女・娶妻・妄殺の衆生の若きは、無辺の大罪を犯し、

自身に聚集して、整日に迷失し、知らず覚らず、天も亦た楽わず、地

も亦た許さず。千仏出世するも、罪を懺いるを得ず、是の如き重罪の

人なり。）
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　（ 7 ）西夏語Or. 12380-1164（K. K. II. 0247. i）残経について、刊行者は

「陀羅尼」と命名している21。刊本の経折本であり、 1 折 6 行が残り、一

行は12、13字で、上下に横の枠線がある。現存する収録文の翻訳・解釈は

下記の通りである。

　　　具足得応若人香花以此陀羅尼

　　　経典供養者大千界福得此大悲

　　　法彼人世界中大成就得若及善

　　　男子善女人早晨時面仏前面去

　　　妙香好焼是陀羅尼経典誦千遍

　　　満故時観世音菩薩阿難身像

　Or. 12380-1164（K. K. II. 0247. i）残葉を解読すると、この残葉が『仏

頂心大陀羅尼経』巻上の内容であるとわかる。翻訳は以下の通りである。

応得具足転輪王福。若人以香花供養此陀羅尼経典者，得此大千界福、

大悲法，彼人得世界中大成就。若及善男子、善女人者，早晨時至仏前

焼妙好香，誦是陀羅尼經典千遍満，故時見観世音菩薩，化作阿難身像

為証明。

（応に転輪王の福を具足することを得。若し人、香花を以て此の陀羅

尼経典を供養せば、此の大千界の福・大悲の法を得て、彼の人は世界

の中の大成就を得。若し善男子・善女人に及ばば、早晨の時、仏前に

至りて妙好香を焼き、是の陀羅尼経典を誦すること千遍満、故に時に

観世音菩薩を見て、故に時に観世音菩薩を見て、阿難の身像と化作す

るを証明と為す。）
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　Or. 12380-1099（K. K. II. 0244. g）とOr. 12380-1164（K. K. II. 0247. i）

の残葉を比較することによって、この二つのテキストが同じ経典の残存す

る残葉であって、両者が一連のものではなく、間に 7 〜 8 折分の差がある

ことがわかるだろう。

　（ 8 ）西夏語Or. 12380-2944（K. K. II. 0265. e）残経について、刊行者

は『今号般若波羅蜜多経』と命名している22。刊本の蝴蝶装であり、各頁

に 6 行があり、一行は14字で、残葉の上に2944号とある。右面の 3 行の下

部に欠落がある。上下に横の枠線があり、左側には縦の枠線があって、右

側には二重の縦の枠線がある。欠落した西夏文字を館冊第105号によって

補うと、収録文の翻訳・解釈は下記の通りである。

　　　一切滅悪業罪重悉皆離令諸善智

　　　一切成就速心願一切満足能煩悩

　　　障閉衆生一切之利益安楽唯願慈

　　　悲尋求説楽爾時釈迦牟尼仏言汝

　　　大慈悲理依速説時観世音菩薩法

　　　座上起合掌直立速陀羅尼頌那謨
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　Or. 12380-2944（K. K. II. 0265. e）残経を解読すると、刊行者の命名が

誤りであり、その残経の内容は『今号般若波羅蜜多経』ではなく、『仏頂

心大陀羅尼経』巻上の内容であるとわかる。翻訳は以下の通りである。

令離悪業重罪，速成就一切諸善智，能満足一切心願，利益安楽一切衆

生，閉障煩悩。惟願慈悲，求尋楽説。爾時，釈迦牟尼仏言：汝大慈悲，

依理速説。時観世音菩薩従法座起，合掌正立，速頌陀羅尼曰：那謨

（悪業・重罪を離れ、速かに一切諸の善智を成就し、能く一切の心願

を満足して、一切衆生を利益安楽し、煩悩を閉障せしむ。惟だ慈悲を

願い、楽説を求尋す。爾の時、釈迦牟尼仏言わく、『汝の大慈悲、理

に依りて速やかに説く』と。時に観世音菩薩は法座従り起ちて、合掌

して正立し、速かに陀羅尼を頌して曰わく、『那謨』と。）

　（ 9 ）西夏語Or. 12380-2943RV（K. K. II. 0272. h）残経について、刊行

者は『金剛般若波羅蜜多経』と命名しており23、刊本の蝴蝶装で、 2 折が

残る。各折に 6 行があり、一行は14字であり、残経の上に2943号とある。

右面に個別の字の欠落があり、左面の残葉の左 2 行の上部に欠落がある。

左外側と右外側に縦の枠線がある。上下に横の枠線がある、左右の内側に

は二重の縦の枠線がある。



‒ 225 ‒

右面：
24 	 食財耗散災悪競起宅城不安若諸

	 商道蓋閉夢幻急流若疾病遇源依

	 処無者彼払暁時恭敬心発是陀羅

	 尼供養読誦者観世音菩薩辺無大

	 威力金剛密跡日夜随著宿処是人

	 之守護思念有者皆願依得円満成

左面：

	 就若善男子善女人一切願求一切

	 種智成就欲者自独浄処坐応眼閉

	 心中観世音菩薩之念及他不念是

	 陀羅尼経典七遍念故願依皆得人

	 一切皆喜楽応成諸悪趣一切中不

	 堕此人若坐若臥常諸仏見眼前面

　Or. 12380-2943RV（K. K. II. 0272. h）の残葉を解読すると、その残葉

が『金剛般若波羅蜜多経』ではなく、『仏頂心大陀羅尼経』巻上に相応す

る内容であると確定することができる。翻訳は下記の通りである。

若食財耗散，災悪驟起，宅城不安；若諸商道閉塞，夢幻常生；若常生

疾病，無依処者，彼払暁時，発恭敬心，供養読誦是陀羅尼者，観世音

菩薩辺、無大威力金剛密跡随著日夜守護宿衛，是人有思念者，依願皆

得円満成就。若善男子、善女人求一切願，欲成就一切種智者，応独自

坐浄処，眼閉心中念観世音菩薩，及無他念，念是陀羅尼経典七遍，故

依願皆得，又皆成一切人之喜楽，不随一切諸悪趣中。此人若坐若臥，

常見諸仏如眼前面。

（若し食財耗散せば、災悪驟起して、宅城安ならず。若し諸商の道閉

塞せば、夢幻常に生ず。若し常に疾病を生じて、依処無くば、彼の払
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暁の時、恭敬心を発し、是の陀羅尼を供養し読誦せば、観世音菩薩の

辺にして、大威力の金剛の密跡無く、日夜に随いて守護宿衛し、是の

人に思念すること有らば、願に依りて皆な円満成就することを得。若

し善男子、善女人、一切の願を求め、一切種智を成就せんと欲せば、

応に独自り浄処に坐すべし。眼閉じて心中に観世音菩薩を念じ、及び

他の念無く、是の陀羅尼経典を念ずること七遍するが故に、願に依り

て皆な得、又た皆な一切人の喜楽を成じ、一切の諸悪趣の中に随わず。

此の人、若しは坐し若は臥するに、常に諸仏を見ること眼前面の如し。）

　Or. 12380-2943RV（K. K. II. 0272. h）とOr. 12380-2944（K. K. II. 0265. e）

の残葉を比べれば、それらが同一の経典であり、Or. 12380-2944（K. K. 

II. 0265. e）の残葉の内容が前で、Or. 12380-2943RV（K. K. II. 0272. h）

が後にあって、中間がまた欠落しているとわかる。

　（10）西夏語Or. 12380-1419（K. K. II. 0277. o）の残経について、刊行

者は「索借一衫契」と命名している25。写本であり、 5 行が残る。上下は

すべて失われており、各行の字数はわからない。上下の縦の枠線は残って

いない。欠落した西夏文字をロシア所蔵の西夏語館冊第105号によって補

うと、収録文の翻訳・解釈は下記の通りである。
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26

光寺院中常住銭百緡与借請敕受於

用爾時寺院主速已借為一沙弥小所令引

導懐州城中銭取往彼沙弥小立即税逼者

与共同船上坐水深処至彼夜已宿税逼

者人悪心所発彼常住銭債不還欲故引者所令

　Or. 12380-1419（K. K. II. 0277. o）の残経を解読すると、その内容は「索

借一衫契」ではなく、『仏頂心大陀羅尼経』巻下であると確定することが

できる。翻訳は以下の通りである。

故彼泗州普光寺院中請借常住銭百緡，用於受敕。爾時，寺院主速已借，

令一沙弥小所随従往懐州城中取銭。彼小沙弥立即與収税者共同坐船上，

深夜至深水処，収税者所生悪心，不想還彼常住債銭，故所令捕監債者

和尚。

（故に彼の泗州普光寺院の中に、常住銭百緡を借り、受敕を用いるこ

とを請う。爾の時、寺院主、速かに已に借し、一沙弥の小くして随従

する所をして、懐州城の中に往き銭を取らしむ。彼の小なき沙弥は立

即ちに収税者と共に同じく船上に坐し、深夜に深水処に至るに、収税

者に生ずる所の悪心、彼の常住債銭を還さんと想わず。故に債者の和

尚を捕監せしむる所）
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　（11）西夏語Or. 12380-1420（K. K. II. 0277. n）残経について、刊行者

は「陀羅尼」に命名している27。写本であり、 5 行が残る。上下はすべて

失われており、上下の横の枠線は残らず、各行の字数は分からない。欠落

した西夏文字をロシア所蔵西夏文館冊第105号によって補うと、収録文の

翻訳・解釈は下記の通りである。

	 一布袋中和尚捕装水中而擲投令

	 此監債者和尚七歳為時師依家出常是

	 仏頂心陀羅尼経典供養不断自手

	 与分離未曾乃至処各執持読誦捨忘
28 	 未曾故方官為城主殺傷而発毛釐許未

　Or. 12380-1420（K. K. II. 0277. n）の残経を解読すると、その内容を「陀

羅尼」と呼ぶことはできず、『仏頂心大陀羅尼経』巻下であるとわかる。

翻訳は以下の通りである。

装一布袋中，投入水中。和尚自七歳時，依師出家，常供養是仏頂心陀

羅尼経典不断，曾不離手，乃至各処常執持，不忘読誦，故方為城主官

殺傷而毫髮未損。

（一布袋の中に装い、水中に投入す。和尚は七歳の時自り、師に依り

て出家し、常に是の仏頂心陀羅尼経典を供養すること断つことなく、

曾て手を離さず、乃至、各処に常に執持し、読誦することを忘れざる

が故に、方に城主・官に殺傷せらるるも毫髪すら未だ損せず。）
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　翻訳・改訳について、その残存内容を比較考察すると、この二つの残葉

はいずれも『仏頂心大陀羅尼経』巻下第 4 、霊験譚の内容であり、Or. 

12380-1419（K. K. II. 0277. o）とOr. 12380-1420（K. K. II. 0277. n）の内

容は一連のものである。Or. 12380-1419（K. K. II. 0277. o）の内容が前で、

Or. 12380-1420（K. K. II. 0277. n）の内容が後である。

　（12）西夏語Or. 12380-2132（K. K. II. 0242. g. &h）残経について、刊行

者は「仏経」と命名している29。写本であり、 5 行が残る。上の横の枠線

はない。一行は20字程度であり、残葉の真ん中が裂けていて、文字の欠落

がある。欠落した西夏文字はロシア所蔵館冊第105号によって補う。収録

文の翻訳・解釈は下記の通りである。

宝華雨紛紛乱落此陀羅尼供養名薄伽梵蓮花手

心自在王印若善男子善女人此秘密妙神句章聞

30

一耳根経身百千万苦有者悉皆消滅此陀羅尼者
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十悪五逆闡提誹謗非法法説滅令若三宝師主父

母前面無敬心起若世世生殺命断悪業為造若三

　Or. 12380-2132（K. K. II. 0242. g. &h）の残葉を解読すると、それが『仏

頂心大陀羅尼経』巻上に関連する内容であると確定することができる。

天雨宝華，紛紛乱下，為供養，此陀羅尼名薄伽梵蓮花手自在心王印。

若善男子、善女人聞此秘密神妙句章，一歴耳根，身中所有百千万苦悉

皆消滅。此陀羅尼令滅十悪五逆、闡提、誹謗、非法説法。若在三宝、

師主、父母面前起無敬心（驕慢心），若世世造業，殺生断命，若三善

月中。

（天雨宝華、紛紛に乱下し、供養せんが為めに、此の陀羅尼を薄伽梵

蓮花手自在心王印と名づく。若し善男子、善女人、此の秘密神妙の句

章を聞き、一ただ耳根を歴れば、身中所有の百千万の苦、悉皆く消滅

す。此の陀羅尼、十悪五逆・闡提・誹謗を滅せしめるや。法に非ずし

て法を説く。三宝・師主・父母の面前に在りて無敬心（驕慢心）を起

こすが若し。世世に業を造り、殺生して命を断ずるが若し。三善月中

の若し。）
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　（13）西夏語Or. 12380-2761（K. K. II. 0255. j）残経について、刊行者は

「仏経」と命名している31。刊本の経折装であり、 2 折で合計12行が残る。

各折に 6 行あり、一行は14字である。この残葉の下部はかなり欠落してい

る。欠落した西夏文字についてロシア所蔵館冊第105号によって補うと、

収録文の翻訳と解釈は以下の通りである。

右面：

　　　就若善男子善女人一切願求一切

　　　種智成就欲者自独浄処坐応眼閉

　　　心中観世音菩薩之念及他不念是

　　　陀羅尼経典七遍念故願依皆得人

　　　一切皆喜楽応成諸悪趣一切中不

　　　堕此人若坐若臥常諸仏見眼前面

左面：

　　　如無量俱胝諸悪罪過聚集有者皆

　　　消除令此如人者転輪王福具足得

　　　応若人香花以此陀羅尼経典供養

　　　者大千界福得此大悲法彼人世界
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　　　中大成就得若及善男子善女人早

　　　晨時面仏前面去妙香好焼是陀羅

　Or. 12380-2761（K. K. II. 0255. j）の残経を解読すると、それが『仏頂

心大陀羅尼経』巻上と関連する内容であると確定することができる。右側

の折面はOr. 12380-2943RV（K. K. II. 0272. h）と一部重なる。翻訳は以

下の通りである。

若善男子・善女人求一切願、欲成就一切種智者、応独自坐浄処、眼閉

心中念観世音菩薩、及無他念、念是陀羅尼経典七遍、故依願皆得、又

皆成一切人之喜楽、不堕一切諸悪趣中。此人若坐若臥、常見諸仏如眼

前面。無量俱胝聚集有諸悪罪過者、皆令消除。此如人者、応得具足転

輪王福。若人以香花供養此陀羅尼経典者、得此大千界福・大悲法、彼

人得世界中大成就。若及善男子・善女人者、早晨時至仏前焼妙好香、

誦是陀羅尼経典千遍満。

（若し善男子・善女人、一切の願を求め、一切種智を成就せんと欲せば、

応に独自り浄処に坐すべし。眼閉じて心中に観世音菩薩を念じ、及び

他の念無く、是の陀羅尼経典を念ずること七遍するが故に、願に依り

て皆な得、又た皆な一切の人の喜楽を成じ、一切の諸悪趣の中に堕ち

ず。此の人、若しは坐し若は臥するに、常に諸仏を見ること眼前面の

如し。無量俱胝、聚集せし諸悪の罪過有る者は、皆な消除せしむ。此

の如き人は、応に転輪王の福を具足することを得。若し人、香花を以

て此の陀羅尼経典を供養せば、此の大千界の福・大悲の法を得て、彼

の人は世界の中の大成就を得。若し善男子・善女人に及ばば、早晨の

時、仏前に至りて妙好香を焼き、是の陀羅尼経典を誦すること千遍満

なり。）
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　（14）西夏語Or. 12380-3185（K. K. II. 0265. d）残葉について、刊行者

は『仏説聖星母陀羅尼』と命名している32。この残葉は刊本の経折装であり、

1 折 6 行が残る。一行は14字であり、収録文の翻訳・解釈は下記の通りで

ある。

　　　経典唯造与同説譬如金黄以仏像

　　　成者此陀羅尼經典供養威賢力亦

　　　彼已如及諸善男子善女人楼主家
33 　　　鄰人呪罵詈無利尋唯鬼悪損害人

　　　家中住横悩雑令人之方便欲者是

　　　陀羅尼経典与遇所住処各供養者

　Or. 12380-3185（K. K. II. 0265. d）の残経を解読すれば、この内容が『仏

説聖星母陀羅尼』ではなく、『仏頂心大陀羅尼経』巻中に関連する内容で

あると確定することができる。

供養此陀羅尼経典威賢力、亦復如是。又諸善男子・善女人・楼主家鄰

人、呪詈罵・尋無利、唯鬼悪損害住人家中、令横雑悩、人欲之方便者、

与遇於住処各供養是陀羅尼経典者。

（此の陀羅尼経典を供養する威賢の力、亦復た是くの如し。又た諸の
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善男子・善女人・楼主家の隣人、詈罵を呪し、利無きを尋ぬるに、唯

だ鬼悪、損害して人家の中に住して、横に雑悩せしむるのみ。人の之

れに方便せんと欲する者、住処に遇いて各おの是の陀羅尼経典を供養

せん者と）

　（15）西夏語Or. 12380-3218（K. K. II. 0266. k）の残葉について、刊行

者は「仏経」と命名している34。この残葉は刊本の蝴蝶装であり、 2 折12

行は残り、各行は14字で、残葉の上に3218号とある。右面の前 2 行と左面

の後 3 行にはいずれも欠落があり、欠落した西夏文字についてロシア所蔵

館冊第105号によって補うと、収録文の翻訳・解釈は下記の通りである。

右面：

	 不見此女人泪出雨如而来菩薩之

	 礼敬立即家回心誓願発衣服売令

	 及別書人請千巻写令受持倍増休

	 止未曾若九十七歳往死所得秦国

	 已生男身得若善男子善女人有是
35 	 三巻経典書能五種雑絹以袋為彼
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左面：

	 経典装仏寺院中処乃至身随供養

	 者此人若坐若臥畏疑有時彼百千

	 那羅延金剛密跡力大有及辺無阿

	 吒鈸拘羅神有身剣輪持所在処各

	 導引守護魔有皆除災可皆救邪見

	 皆断及往昔権為者一有淮州城中

　Or. 12380-3218（K. K. II. 0266. k）の残経を解読すると、これが『仏頂

心大陀羅尼経』巻下の関連する内容であると確定することができる。

忽然不見、此女人涙出如雨、而来礼敬菩薩、立即回家心、発誓願、変

売衣服、及別令請人写書千巻、加倍受持、未曾停止。若寿九十七歳、

将死、所生已得秦国、得男身。若有善男子・善女人能書是三巻経典、

以五種雑絹為袋、装彼経典、放仏寺院中、乃至随身供養者、此人若坐

若臥、有恐懼疑惑時、有彼百千那羅延金剛密跡大力及有無辺阿吒鈸・

拘羅神、身持剣輪、随所在各処守護、有魔皆除、災皆可救、邪見皆断。

（忽然として見ず、此の女人涙出すこと雨の如し、而して来りて菩薩

に礼敬し、立即ちに家心を回し、誓願を発し、衣服を変売し、及び別

に人に請いて千巻を写書せしめ、受持を加倍して、未だ曾て停止せず。

若し寿九十七歳にして、将に死せんとせば、生ずる所、已に秦国を得

て、男身を得。若し善男子・善女人の、能く是の三巻の経典を書し、

五種の雑絹を以て袋と為し、彼の経典を装いて、仏寺院の中に放ち、

乃至、身に随って供養せば、此の人、若しは坐し若しは臥すに、恐懼

し疑惑する時有り、彼の百千の那羅延金剛・密跡の大力有り、及び無

辺の阿吒鈸・拘羅神有りて、身に剣輪を持ち、所在各処に随って守護

して、魔皆な除き、災い皆な救う可く、邪見皆な断つこと有り。）
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　現在、英蔵黒水城文献を検索してみると、残存する15編が西夏語『仏頂

心観世音菩薩陀羅尼経』であり、三巻分の内容が基本的に保存されている。

写本もあれば、刊本もあり、巻軸装・経折装・蝴蝶装などの異なる装幀の

形式に分かれる。『英蔵黒水城文献』において、ただOr. 12380-2102RV（K. 

K. II. 0243. e）、Or. 12380-3025（K. K. II. 0234. b）、Or. 12380-3875（K. K. ）

だけが正しい名称を与えられているが、その他のテキストの名称の誤りを

改めて、西夏語と漢語の『仏頂心大陀羅尼経』の内容を比較すると、西夏

語と漢語の内容は基本的に一致しており、わずかに若干の用語の相違が存

在しているだけである。これは西夏語のテキストが漢語のテキストに基づ

いて翻訳されて成立したことを示している。西夏の地に残存する西夏語・

漢語の『仏頂心大陀羅尼経』を研究するために、貴重な資料を提供してい

る。

２ ．『仏頂心大陀羅尼経』の内容の由来

　『仏頂心陀羅尼経』（三巻）は疑偽経であり、主に観音信仰によって、十

悪・五逆罪を滅し、闡提を誹謗し、病を治癒し分娩を促し、身口意の業を



‒ 237 ‒

取り除くことができることなどを説き、また女が男の体になり、父母の恩

に報いて地獄に堕ちることなく、病を除き寿命を延ばして西方極楽浄土に

往生するという願望を実現することができるとする。その意味は観音信仰

の功徳を宣揚することにある。

　仏教は人間の生に関心を持つ宗教である。中国に産まれた疑偽経は正統

な仏教経典に基づいて成立したものでもあり、正統な経典の流伝の過程に

おける革新と発展でもある。疑偽経は簡潔で理解も修行もしやすく、信徒

の日常の生活と現世利益とに密接に関係づけている。『仏頂心大陀羅尼経』

は観音の救苦救難という正統な経典と密接な関係がある。以下に、『仏頂

心大陀羅尼経』と正統な経典との関係について簡単に整理する。

（一）『仏頂心大陀羅尼経』の内容の由来

　『仏頂心大陀羅尼経』（巻上）の中の

爾時，観世音菩薩白釈迦牟尼仏言：以我前身不可思議福徳因縁，欲令

利益一切衆生，発大悲心，能断一切結縛，能滅一切恐怖，一切衆生依

此威神功悉能離苦解脱。

（爾の時、観世音菩薩は釈迦牟尼仏に白して言わく、我が前身の不可

思議の福徳因縁を以て、一切衆生を利益せしめんと欲して、大悲心を

発し、能く一切の結縛を断じ、能く一切の恐怖を滅し、一切の衆生、

此の威神の功に依りて悉く能く苦を離れ解脱す。）

という内容と、唐・智通訳『千眼千臂観世音菩薩陀羅尼神呪経』の中の

爾時，観世音菩薩摩訶薩白仏言：世尊，是我前身不可思議福徳因縁，

今蒙世尊与我授記，欲令利益一切衆生，起大悲心，能断一切繋縛，能

滅一切怖畏。一切衆生蒙此威神，悉離苦因獲安楽果。
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（爾の時、観世音菩薩摩訶薩は仏に白して言わく、世尊よ、是れ我が

前身の不可思議の福徳因縁なり、今、世尊は我と与もに授記を蒙り、

一切の衆生を利益せしめんと欲し、大悲心を起こし、能く一切の繋縛

を断じ、能く一切の怖畏を滅す。一切の衆生は此の威神を蒙りて、悉

く苦を離れ、因りて安楽の果を獲。）

という内容は、ほぼ同じである。

　『仏頂心大陀羅尼経』（巻上）の中の

爾時，観世音菩薩重白釈迦牟尼仏言：我今欲為苦悩衆生滅除魔障，救

遇苦衆生令無災，以自在王智印大陀羅尼法救済一切受苦衆生，滅除一

切疾病，令離悪業重罪，速成就一切諸善智，能満足一切心願，利益安

楽一切衆生，閉障煩悩。惟願慈悲，求尋楽説。

（爾の時、観世音菩薩は重ねて釈迦牟尼仏に白して言わく、我れ今、

苦悩の衆生の為めに魔障を滅除し、遇苦の衆生を救いて災無からしめ

んと欲し、自在王智印大陀羅尼の法を以て一切の受苦の衆生を救済し、

一切の疾病を滅除して、悪業の重罪を離れ、速かに一切の諸の善智を

成就し、能く一切の心願を満足し、一切の衆生を利益安楽し、煩悩を

閉障せしむ。惟だ願わくば、慈悲もて、楽説せんことを求尋す。）

という内容と、唐・伽梵達摩訳『大悲心陀羅尼経』の

世尊！　我有大悲心陀羅尼呪，今当欲説。為諸衆生得安楽故，除一切

病故，得寿命故，得富饒故，滅除一切悪業、重罪故，離障難故，増長

一切白法諸功徳故，成就一切諸善根故，遠離一切諸怖畏故，速能満足

一切諸希求故。惟願世尊，慈哀聴許。

（世尊よ、我れに大悲心陀羅尼呪有り、今、当に説かんと欲すべし。

諸衆生、安楽を得んが為めの故に、一切病を除くが故に、寿命を得る
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が故に、富饒を得るが故に、一切の悪業・重罪を滅除するが故に、障

難を離るるが故に、一切白法の諸の功徳を増長するが故に、一切の諸

の善根を成就するが故に、一切の諸の怖畏を遠離するが故に、速かに

能く一切の諸の希求を満足せんが故なり。惟だ願わくば、世尊よ、慈

哀もて聴許せんことを。）

という内容は類似している。

　『仏頂心大陀羅尼経』の中に

若復有女人，厭女人身，欲得男身者，将至百歳命終時，欲往西方浄土

蓮花化生者，応請多人書写此陀羅尼経典，敬仏前面，以妙香花每日供

養不断，必定女身転成男子身。

（若し復た女人有り、女人の身を厭い、男身を得んと欲さば、将に百

歳に至りて命終せん時、西方浄土に往きて蓮花化生せんと欲する者、

応に多人に此の陀羅尼経典を書写せんと請い、仏の前面に敬い、妙香

の花を以て每日供養すること不断なるべくして、必ず定めて女身もて

転じて男子の身を成ず。）

とあり、対応する内容は『大悲心陀羅尼経』の中にも現れている。対応す

る経文は以下の通りである。

若諸女人，厭賤女身，欲成男子身，誦持大悲陀羅尼章句，若不転女身

成男子身者，我誓不成正覚36。

（若し諸の女人、女身を厭賤し、男子の身を成ぜんと欲さば、大悲陀

羅尼の章句を誦持し、若し女身を転じて男子の身を成ずることなくば、

我れ誓いて正覚を成ぜず。）

　『千眼千臂観世音菩薩陀羅尼神呪経』の対応する内容は以下の通りである。
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若有善男子善女人，於晨朝時日三時，各誦一遍者，即与種種供養十億

諸仏無有異也，永不受女身，命終之後永離三塗，即得往生阿弥陀仏�

国37。

（若し善男子・善女人有りて、晨朝の時に於いて日に三時、各おの一

遍を誦せば、即ち種種に十億の諸仏を供養すると異有ること無きなり。

永く女身を受けず、命終の後、永く三塗を離る。即ち阿弥陀仏国に往

生することを得。）

　以上のことから、『仏頂心大陀羅尼経』巻上の対応する内容は、程度の

違いはあるが『千眼千臂観世音菩薩陀羅尼神呪経』『大悲心陀羅尼経』な

どの影響を受けているとわかるであろう。

（二）『仏頂心観世音菩薩病治生催法経』

　『仏頂心観世音菩薩病治生催法経』巻中は、主に陀羅尼を読誦、供養し、

あるいは書写することで、女性の難産を救い、病を除き寿命を延ばして、

様々な病気・貧困・飢餓などを救うことができ、もし書写した陀羅尼を焼

いて灰にして服に入れる、あるいは仏像を修造するならば、様々な病気を

取り除くことができ、様々な願望をすべて実現させることができるだけで

なく、命終してから、中陰に留まることなく、西方浄土に往生し、阿弥陀

仏を見ることができる、と説く。

　『仏頂心観世音菩薩陀羅尼経』を読誦、供養すると、分娩を促し、難産

を救うことなどが可能となるが、唐・智通訳『千眼前臂観世音菩薩陀羅尼

神呪経』にも次のように類似した内容がある。

又法，若有女人臨当産時，受大苦悩，呪酥二十一遍，令彼食之。必定

安楽，所生男女具大相好，衆善荘厳，宿植徳本，令人愛敬，常於人中

受勝快楽38。

（又た法あり。若し女人有り、当に産まんとする時に臨みて、大苦悩
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を受くるに、呪酥すること二十一遍せば、彼をして之れを食せしむ。

必ず定めて安楽し、生ずる所の男女は大相好、衆善の荘厳を具し、宿

に徳本を植え、人をして愛敬せしめ、常に人の中に於いて勝れた快楽

を受く。）

　菩提流志訳『千手千眼観世音菩薩姥陀羅尼経』にも類似した次のような

記述がある。

若有女人臨当産時受大苦悩。當呪酥二十一遍令彼食之。必定保命安楽

産生。所生男女具大相好衆善荘厳。宿植徳本衆人愛敬。常於人中受勝

快楽39。

（若し女人有り当に産まんとする時に臨まば大苦悩を受く。当に呪酥

すること二十一遍せば、彼をして之れを食わせしむ。必ず定めて命を

保ち、安楽に産生す。生ずる所の男女は大相好、衆善の荘厳を具す。

宿に徳本を植え、衆人愛敬す。常に人の中に於いて勝れた快楽を受く。）

　義浄訳『薬師琉璃光七仏本願功徳経』第三大願にも、

願我来世得菩提時，於十方界，若有女人，貪淫煩悩常覆其心，相続有

娠，深可厭悪，臨当産時，受大苦悩；若我名字暫経其耳，或復称念，

由是力故，衆苦皆除，捨此身已，常為男子，乃至菩提40。

（願わくば、我れ来世に菩提を得る時、十方界に於いて、若し女人有り、

貪淫の煩悩もて常に其の心を覆い、相続して娠有り、深く悪を厭い、

当に産まんとする時に臨んで、大苦悩を受くる可し。若し我が名字、

暫らく其の耳を経、或いは復た称念せば、是の力に由るが故に、衆苦

は皆な除き、此の身を捨て已わりて、常に男子と為り、乃ち菩提に至

る。）
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と説かれる。

　女性が子どもを生むことに注目すること、女の体が男の体に転化するこ

とに注目することは、多くの経典で明らかにする内容である。仏教は人の

生老病死に注目している。昔は医療水準が低く、人民に医者も薬も足りな

かったため、多くの病気は治療するすべがなく、人々の命を脅かした。女

性の妊娠・出産の危険はより大きいものであり、人々は『仏頂心大陀羅尼

経』を読誦・書写・供养して、妊婦・母子の平安を保護することができる

ように望んだ。

　黒水城文献の中には、西夏語・漢語の『仏頂心観世音菩薩病治生催法経』

だけでなく、さらに『聖六字増寿大陰王陀羅尼経』（第235号，館冊第570号）

の発願文の中において、女の発願者の嵬口移氏が財を寄付して経文を写す

ことに言及している。その目的は彼女の善行が菩薩に彼女の身内を保護さ

せ、彼女の娘たちを保護させることができるように望むことである。題記

の中には、Гхиэ Нин-лдиэ「猪年八月六日の夜に分娩する」、Гхиэ Гхиэ-

лхон「牛年五月二十七日夜に分娩する」とある。ここには明らかにこの経

文を読誦する目的が、彼女の身内が幸福で安らかであるように守護しよう

とするものであることを示している。

　敦煌文献の中で『仏頂心観世音菩薩病治生催法経』以外に、さらにS. 

1441vb、S. 1441vk、S. 5561、S. 5593b、S. 5957などの『患難月文』とP. 

4514『救産難陀羅尼』などがあり、その中のS. 1441vbの首題には、

以茲捨施功徳,念誦焚香，総用荘厳,患産即体,惟願日臨月満，果生奇異

之神,母子平安，定無憂嗟之厄。観音灌頂，得受不死之神方；薬上捫磨，

垂恵長生之味。母無痛悩，得昼夜之恒安,産子仙童，似披連蓮而化

現41。

（茲の捨施の功徳を以て、念誦し香を焚き、総じて荘厳を用い、患産

は体に即す。惟だ願くば日臨み月満ち、果生奇異の神、母子は平安に

して、定めて憂嗟の厄無し。観音の灌頂もて、不死の神方を受くるを
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得。薬上の捫磨、垂恵長生の味なり。母に痛悩無く、昼夜の恒安を得

て、産子の仙童、連蓮を披きて化現するに似る。）

とある。以上のことから、女性の出産は人の生命に関するものであり、古

代において世の人の関心を大いに集めたとわかるだろう。

（三）『仏頂心観世音菩薩前往難救経』

　『仏頂心観世音菩薩前往難救経典』巻下は主に四つの観音信仰の霊験譚

を説いている。そのうち二つは国外で起こり、二つは中国で起こったもの

である。第三巻の霊験譚は前述の経文とたがいに呼応し、経典の流行を推

し進めた。

　第一則の霊験譚は、罽賓国で瘟疫が流行し、感染した者は一両日で死し

んだが、観世音菩薩が慈悲の心によって、白衣の居士として化現し、自ら

病の人を治して救うだけでなく、さらに人に『仏頂心大陀羅尼』（三巻）

を書写し、真心から供養することを教えると、人を救い命を長らえること

ができ、さらに災難を取り除くことができる、と説く。

　『千眼千臂観世音菩薩陀羅尼神呪経』はどのように陀羅尼を用いて病気

を防ぐかという内容について次のように記述している。

若有疫病流行，当作四肘水曼荼羅，取好牛酥，呪一百八遍火中焼之，

一切災疫悉皆消滅。又取酥少分与疫病人食之，立即除愈。昔罽賓国有

疫病流行，人得病者，不過一二日並死。有婆羅門真諦起大慈悲心，施

此法門救療一国，疫病応時消滅。時行病鬼王，応時出離国境，故知有

験耳42。

（若し疫病の流行有らば、当に四肘水曼荼羅を作り、好牛の酥を取りて、

一百八遍呪して火の中に之れを焼かば、一切の災疫は悉皆く消滅すべ

し。又た酥を取りて少分もて疫病の人に与えて之れを食さば、立即ち

に除愈す。昔、罽賓国に疫病の流行有り、人の病を得る者は、一二日
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を過ぎずして並びに死す。婆羅門真諦有り、大慈悲心を起こして、此

の法門を施し一国を救療せば、疫病は応時に消滅す。時に行病の鬼王

は、応時に国境を出離す。故に験有ると知るのみ。）

　類似の内容としては唐・菩提流志訳『千手千眼観世音菩薩姥陀羅尼経』

にも次のような記述がある。

若有方邑疫病流行，当作四肘水曼拏攞，取好牛酥，呪一百八遍，乃持

一呪一焼，満一千八遍者，即得一切災疫悉皆消滅。又取酥少分与疫病

人食之，随即除愈。昔罽賓国乃疫病流行，人有得病不過一二日即以命

終。有婆羅門真帝起以大慈，施此法門，救療一国疫病之者，応時銷滅，

其行病鬼応時出国，当知験耳43。

（若し方邑に疫病流行すること有らば、当に四肘水曼拏攞を作り、好

牛の酥を取り、一百八遍を呪すべし。・乃ち一呪一焼を持ち、一千八

遍に満ちれば、即ち一切の災疫悉皆く消滅することを得。又た酥を取

り少分もて疫病人に与え之れを食さば、随即に除愈す。昔、罽賓国に

乃ち疫病流行し、人の病を得る有らば一二日を過ぎずして即ち以て命

終す。婆羅門真帝有り、起すに大慈を以てし、此の法門を施し、一国

の疫病の者を救療せば、応時に銷滅し、其の行病の鬼は応時に国を出

ず。当に知るべし、験あるのみ。）

　『千手千眼観世音菩薩姥陀羅尼経』と『千眼千臂観世音菩薩陀羅尼神呪経』

とは同本異訳であり、ただ唐訳本の中の「婆羅門真諦」が疑偽経の中で「観

世音菩薩」に改められたにすぎない。

　二番目の霊験譚は波羅柰国で起こった。主に陀羅尼を読誦・書写・供養

して病を除き寿命を延ばすという功徳を説く。この霊験譚は唐・智通訳『千

眼前臂観世音菩薩陀羅尼神呪経』にある程度見出すことができる。
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昔波羅柰国有一長者，唯有一子，寿年合得十六。至年十五有一婆羅門

巡門乞食，見其長者愁憂不楽，夫妻憔悴，面無光沢。婆羅門問曰：長

者何為不楽？長者説向因縁。婆羅門答曰：長者不須愁憂，但取貧道処

分，子得寿年長遠。於時婆羅門作此法門一日一夜，得閻羅王報云：長

者其子寿年只合十六，今已十五，唯有一年。今遇善縁得年八十，故来

相報。爾時長者夫妻歓喜踴躍，罄捨家資，以施仏法衆僧。当知此法不

可思議具大神験。以曾入大都会三曼荼羅金剛大道場者，不須作曼荼羅，

唯結印誦呪，無願不果，速当成仏44。

（昔、波羅柰国に一長者有り。唯だ一子有り、寿年は合して十六を得。

年十五に至るに一婆羅門の巡門乞食するもの有り、其の長者の愁憂不

楽し、夫妻憔悴し、面に光沢無きを見る。婆羅門問うて曰わく、長者

よ、何ぞ不楽為るや。長者は向きの因縁を説く。婆羅門答えて曰わく、

長者よ、須らく愁憂すべからず、但だ貧道の処分を取れば、子は寿年

の長遠なるを得。時に於いて婆羅門は此の法門を作すこと一日一夜に

して、閻羅王の報を得て云わく、長者よ、其の子の寿年は只だ合して

十六なるも、今、已に十五にして、唯だ一年有るのみ。今、善縁に遇

いて年八十なるを得。故に相報来る。爾の時、長者夫妻は歓喜踴躍し、

罄く家資を捨て、以て仏・法・衆僧に施す。当に知るべし。此の法は

不可思議にして大神験を具するを。以て曾て大都会三曼荼羅金剛大道

場に入れば、須らく曼荼羅を作るべからず、唯だ印を結び、呪を誦え、

無願不果にして、速かに当に仏と成るべし。）

　菩提流志訳『千手千眼観世音菩薩姥陀羅尼経』にも次のようにある。

昔、波羅柰国有一長者，唯有一子，寿年只合十六。至年十五，長者夫

妻愁憂憔悴，面無光沢。有婆羅門巡門乞食，遇見長者問曰：何謂不楽？

長者具上説其因縁。婆羅門答言：長者不須愁憂，但取貧道処分法模，

子得寿年長遠無夭。於時婆羅門作此法門，満七日夜，得閻羅王報云：
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長者其子命根只合十六，今已十五，惟有一年。今遇善縁得年八十，故

来相報。爾時長者夫妻歓喜踴躍，罄捨家資，施仏法僧，当知此法不可

思議具大神験。先已曾入都會三曼拏羅金剛大道場者，不須作大曼拏羅。

唯作水壇結印誦呪，無願不果，速当成仏45。

（昔、波羅柰国に一長者有り。唯だ一子有り、寿年只だ合して十六なり。

年十五に至り、長者夫妻愁憂し憔悴して、面に光沢無し。婆羅門の巡

門乞食する有り、長者に遇見して問うて曰わく、何ぞ不楽と謂うや。

長者は具さに上に其の因縁を説く。婆羅門答えて言わく、長者よ須ら

く愁憂すべからず。但だ貧道処分法模を取らば、子は寿年の長遠無夭

なるを得。時に於いて婆羅門は此の法門を作して、七日夜を満ち、閻

羅王の報を得て云わく、長者よ、其の子の命根は只だ合して十六なり。

今、已に十五にして、惟だ一年有るのみ。今、善縁に遇いて年八十を

得。故に相報来る。爾の時、長者夫妻は歓喜踴躍し、罄く家資を捨て、

仏・法・僧に施す。当に知るべし、此の法の不可思議にして大神験を

具することを。先に已に曾て都会三曼拏羅金剛大道場に入る者は、須

らく大曼拏羅を作るべからず。唯だ水壇を作りて印を結び呪を誦え、

無願不果にして、速かに当に仏と成るべし。）

　以上のことから、『仏頂心観世音菩薩陀羅尼経』の関連する内容は、『千

眼前臂観世音菩薩陀羅尼神呪経』、『千手千眼観世音菩薩姥陀羅尼経』の内

容に基づいて、正統な経典のなかの「婆羅門」を「観世音菩薩」に改め、

長者の子の寿命を「八十歳」から「九十歳」に改めただけであるとわかる

だろう。

　三番目の霊験譚は、主に、ある婦人が三生前にある人を毒殺し、このた

めに互いに怨みを懐き、仇があだを討とうして、三度、生まれ変わり、そ

の母を殺したが、婦人は常に『仏頂心大陀羅尼経』を持していたので、仇

のあだ討ちが実現しなかったことを説く。観世音は一人の僧に化現して救

済し、たがいに怨みを解き、このために婦人は発願して、さらに敬虔な心
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で仏を敬い、陀羅尼を敬い供養して、寿命を九十七歳にまで延ばして、命

終して秦国に転生し男の体となった。仇は観世音菩薩の頂礼の授記を受け

た。

　四番目の霊験譚は、一人の役人が懐州に行き県令に就任したが、旅費が

なくなったため、泗州普光寺の常住に銭百貫を借り、寺院の住持は一人の

沙弥を遣わし、懐州で借金を返してもらったことを説く。途中で役人の心

に悪意が生じ、財のために命を狙い、沙弥を袋の中に入れ、川に投げ入れ

た。沙弥は身に陀羅尼三巻を携帯していたので、少しも被害を受けること

なく、暗い道のなかで人を導くように懐州に導かれ、官府の大堂に至った。

役人は由来を知ったあと、またこの陀羅尼を敬い供養すると、大きな功徳

を得て、県令から刺史に就任した。

　以上のことから、『仏頂心大陀羅尼経』は正統な経典との関係が密接で

あり、その内容は唐・智通訳『千眼前臂観世音菩薩陀羅尼神呪経』と唐・

菩提流志訳『千手千眼観世音菩薩姥陀羅尼経』に由来しており、さらに多

くの中国的特色が溶け込み、より中国人の生活習俗に合致しているとわか

るだろう。特に四つの観音の霊験記は、『千眼前臂観世音菩薩陀羅尼神呪経』

あるいは『千手千眼観世音菩薩姥陀羅尼経』が流布させた感応記と見なす

ことができる。西夏語本の『仏頂心大陀羅尼経』（三巻）の中には、さら

にタングート人の特色を備えた言葉を用いており、さらにその民族の信徒

の要求と合致している。異なるテキストで用いる言葉に違いがあるかもし

れないが、信徒が求める現世利益と多くの願望に変化はなく、仏教の信仰

の世俗化・民衆化を反映している。これもまた疑偽経が無限の生命力を持

つことの重要な鍵である。

３ ．西夏語『仏頂心大陀羅尼経』の翻訳年代

　漢語『仏頂心大陀羅尼経』には作者と年代はなく、鄭阿財は敦煌文献の

その他のいくつかの手がかりに基づき、この経の成立年代が中唐であると
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推定している46。その後、『仏頂心大陀羅尼経』は次第に流布し、敦煌・

トルファン文献、黒水城文献、遼応県木塔、遼金房山刻経いずれにおいて

も残されている。

（二）『仏頂心大陀羅尼経』の西夏への流入

　西夏語の仏経は主に宋から購入した仏経に由来しており、西夏は前後に

六回、宋に馬を献じ仏経を購入している。第一回目は、天聖九年（1031）

に徳明が馬七十頭を献じて、仏経一蔵を与えることを求め、仁宗はこれに

したがった。第二回目は、景祐二年あるいは夏光運二年（1035）に元昊が

使者を使わして馬五十頭を献じて、仏経一蔵を求め、仁宗は特別にこれを

与えた。第三回目は、福聖承道三年（1055）に、諒祚が使者を使わし入貢

し、仁宗は『大蔵経』を与えてこれを慰めた。第四回目は、奲都二年（1058）

に、諒祚が馬七十頭を献じて印造の工賃にあて経を与えることを求めた。

第五回目は、奲都六年（1062）に、諒祚が再び馬七十頭を献じて経を購入

している。第六回目は、天賜礼盛国慶四年（1073）に、秉常が馬を献じて

経を求め、これを与えられ、さらにその馬を還されている47。

　西夏が馬を献じて宋に対して求めた仏経とは、入蔵経典のことであった

であろう。よって、疑偽経としての『仏頂心大陀羅尼経』が公式な要請の

ルートによって伝わったという可能性は大きくはない。これ以外に、西夏

は河西地区で流行した仏経を直接的に継承している。あるいは宋・夏・遼・

金代に民間での相互交流と密輸などのルートによって夏の領域に流入し、

宋代に禁止された『占察善業経』のように黒水城文献のなかで保存されて

きたのかもしれない。

　宋・遼・金代に『仏頂心大陀羅尼経』は比較的流行しており、上海図書

館蔵823825号『仏頂心大陀羅尼経』の南宋の残本一件、山西応県木塔残存

の遼代の『仏頂心大陀羅経』48、北京房山雲居寺房山石経の中の金代の皇

統三年（1143）刻石や金代で刻石年代が表記されていない『仏頂心大陀羅

経』三巻などがある。その中の遼代応県木塔は遼・清寧二年（1056）に建
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立されており、塔の中から発見された経典は、清寧二年（1056）以前、あ

るいは塔の竣工と同時期に書写された、あるいは刻印が完成したものであ

ろう。これは道宗以前に『仏頂心大陀羅尼経』が遼の領域内で非常に流行

していたことを物語っている。『仏頂心大陀羅尼経』が遼から伝入したか

どうかについて明確な記録はない。

　しかし、継遷は酋豪と遼との婚姻関係を結ぶ政策によって、徐々に発展

して大規模になり、ついに咸平元年（998）には銀・夏・綏・宥・静の五

州を改めて獲得した49。遼・景福二年（1032）の元昊の時代には、また遼

代公主を娶っており、『遼史』には「是の歳、興平公主を以て夏国王・李

徳昭（応に李徳明と為すべし）の子の元昊に下嫁し、元昊を以て夏国公、

駙馬都尉と為す」と記載されている50。乾順の時代には再び遼に対して尚

公主を求めた。『遼史』巻26「道宗本紀」にはさらに、「戊子、夏国王李乾

順、使を遣わして尚公主を請う」とある。『遼史』巻27「天祚本紀」にも「（乾

統二年）丙午、夏国王李乾順、復た使を遣わして尚公主を請う」とある。

その後、（乾統三年）六月辛酉に、夏国王李乾順は再び使を遣わして尚公

主を求め、（乾統五年）三月壬申には、同族の娘の南仙を成安公主に封じ、

夏国王李乾順の嫁とし、（乾統八年）壬寅になって、夏国王李乾順は成安

公主の子どもを、使いに遣わしてきた51。 夏・遼の二国の婚姻関係は互い

の関係を密接にしただけでなく、また両者の宗教・文化の交流を促進した。

拱化五年（1067）と天祐民安五年（1095）に、諒祚と乾順は遼との関係を

発展させるために先後に 2 回、遼に対してウイグル人僧と翻訳した経文を

献上している。咸雍三年（1067）冬十一月壬辰には、夏国は使者を遣わし

てウイグル人僧・金仏・梵覚経を献上し52、天祐民安五年（1094年）の乾

順の時代に、西夏は再び遼に対してウイグル人僧と翻訳した仏経を献上し

た。更に寿隆元年（1095）甲申には、夏国は貝葉の仏経を献上した53。遼・

夏の文化交流は仏教経典の伝播を促進したのである。

　疑偽経『仏頂心大陀羅尼経』は敦煌・トルファン文献のいずれにも残さ

れている。たとえばP. 3236、P. 3916f、P. 3916などがある。張騫が西域を
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切り開き、陸路のシルクロードを開拓して以来、仏教は常に河西回廊を経

て中国に伝入し、敦煌は中国語文化の交差する地となった。仏教が盛んに

なると、訳経、造像の開窟は千余年間、継続された。五代・宋初は河西地

区に涼州のトルファン、甘州のウイグル、瓜・沙州の帰義軍などの政権が

存在したが、仏教は依然として盛んであった。宋・天聖六年（1028）にな

ると、元昊は甘州を占領し、宋・明道元年（1032）にはさらに涼州を占拠

して、景祐三年（1036）には瓜・沙・肅の三州を攻め取った。すなわち、

元昊は正式に皇帝を称する以前に、すでに河西地区を治めていたのである。

西夏の統治者は仏教を尊崇する政策を採用しており、仏教は西夏時代にお

いて継続的に発展することができたので、『仏頂心大羅尼経』は河西と遼

から流伝して西夏に至ったという可能性がかなり高い。大体の時期は、西

夏が河西を占領した時期か遼・道宗前後に、西夏の領内に伝わったのであ

ろう。

（三）西夏語『仏頂心大陀羅尼経』の翻訳年代

　『仏頂心大陀羅尼経』はいつ西夏語に翻訳されたのか。イギリス所蔵の黒

水城文献に残る西夏語『仏頂心大陀羅尼経』は欠落が酷く、年代と訳経者

の記述がない。ロシア所蔵黒水城文献の西夏語『仏頂心大陀羅尼経』（西夏

特蔵第132号、館冊第116号）は経題の後に、「 」�

（講経論律の沙門法律、敕に依りて訳す所Циэ Ндзие ФаЛюй）と、勅命に

より訳すとあり、館冊第6535号に残る上巻の刊本の経折装の経題の後にも、

「 」（講経論律の沙門法律、敕に依りて訳す所
Циэ Ндзие ФаЛюй）と、勅命により訳すとある。

　講経論律の沙門・釈法律は西夏の僧であり、西夏語に精通していて、『仏

頂心大陀羅尼経』（三巻）を西夏語に翻訳したのであろう。しかし西夏語

のその他の文献の中に講経論律の沙門法律の存在はなく、法律法師の生没

年については全く知りようがない。

　ロシア所蔵西夏語館冊第4357号は、下巻の『仏頂心観世音菩薩前往難救
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経典』の写本の巻子装であるが、末尾は次のように経題と日付が繰りかえ

されている。

天盛丙戌十八年（1166）三月十四日（抄畢）54（ 55 �

）、発願者、写経者、善男子布由訛玉（

）。

　館冊第4887号は下巻の『仏頂心観世音菩薩前往難救経典』の写本の巻子

装であるが、末尾には経題と陀羅尼を繰り返し、草書体で「天盛十七年（1165

年）」と日付が書かれている56。

　天盛は西夏の第五代の皇帝仁孝の年号であり、二十年間（1149～1169）

に及ぶ。仁孝の天盛十七、十八年にはすでに西夏語『仏頂心大陀羅尼経』

を書写したという記述があるので、これより以前にすでに西夏語に翻訳さ

れ、民衆に写本が流布していたことを物語っている。

　『仏頂心大陀羅尼』の題記の中にはまた二人の人物が登場する。一人は

仏経の発願者の （布由訛玉）である。彼は天盛十八年（1166）『仏

頂心大陀羅尼経』の題記の中に登場する。もう一人は校勘者の （平

盈氏）である。このことから、平盈氏と布由訛玉が同時期の人であり、共

同で発願・校勘して陀羅尼の書写の功徳を完成させていたことがわかるだ

ろう。

　ロシア所蔵黒水城文献において、多くの異なる装幀と版式の『仏頂心大

羅尼経』が残っているけれども、皇帝あるいは皇后の封号が見られること

はない。民間と寺院が出資、発願して西夏語に翻訳したのであり、その時

期は天盛年以前、つまり乾順あるいは仁孝の初期であったであろう。

　西夏語『仏頂心大陀羅尼経』は写本の巻子装、写本の経折装、刊本の蝴

蝶装、刊本の経蔵が残る。ロシア所蔵漢語TK-174『仏頂心大陀羅尼経』（巻

上）『仏頂心観世音菩薩救難神験経』（巻下）は刊本の経折装で、各面は 5

行、一行は14字である。ロシア所蔵西夏語『仏頂心大陀羅尼経』館冊第
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105号は刊本の経折装で、各折は 6 行、各行は14字である。館冊第2900号

は刊本の経折装で、各折 6 行、各行14字である。館冊第7053号は刊本の経

折装で、各折は 6 行で、各行は14字である。館冊第3820号は刊本の経折装

で、各折は 6 行、各行は14字である。館冊第6535号は刊本の経折装で、各

折は 6 行、各行は14字である。イギリス所蔵西夏語『仏頂心大陀羅尼経』

Or. 12380-0050（K. K. II. 0283. ggg）は刊本の経折装であり、各折は 6 行、

一行は14字である。Or. 12380-2944（K. K. II. 0265. e）号残経は刊本の経

折装で、各折は 6 行、一行は14字である。Or. 12380-2943RV（K. K. II. 

0272. h）号残経は刊本の経折装であり、各折は 6 行，一行は14字である。

Or. 12380-2761（K. K. II. 0255. j）号残経は刊本の経折装であり、各折は

6 行、一行は14字である。Or. 12380-3185（K. K. II. 0265. d）号残葉は刊

本の経折装であり、 1 折 6 行が残り、一行は14字である。

　黒水城に残る刊本の経折装は宋代の経折装の影響を受けたのだろう。経

折装は宋代の福州東禅等覚院刊刻の『崇寧蔵』から始まった。この彫刻は

北宋・元豊三年（1080）以前から、政和二年（1112）まで行われた。その

装幀の形式は宋の『開宝蔵』と遼の『契丹蔵』の巻軸装を経折装に改め、

各折 5 行あるいは 6 行で、各行は17字である。経折装は西夏に伝わった後、

紙の原因のために版式が変化した。

　西夏が受用し採用した刊本の経折装の装幀は、『崇寧蔵』の刊行・印刷

が終わった後、つまり政和二年（1112）、西夏の貞観十二年以後であるは

ずである。貞観は西夏の乾順皇帝の年号であり、十三年間（1101～1113）

に及んだ。これもまた、『仏頂心大陀羅尼経』が西夏語に翻訳、刊刻され

たのが乾順皇帝から仁孝皇帝の間であることを物語っているだろう。国家

図書館蔵の西夏語『過去荘厳劫千仏名経』の発願文には、元昊の戊寅（1038

～1048）から乾順の民安（1090～1097）初年まで、五十三年の時間をかけ

て前後に大小の三乗・半満の法を翻訳し、すべてに昌伝があり、362帙、

812部、3579巻が完成したと記されている。西夏の乾順皇帝の時代には西

夏づの訳経か最高潮に達し、大量の経典が主に乾順以前に西夏語に翻訳さ
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れ、その後の仁孝の時代は、翻訳は少なかったが、仏教の校勘が多く行わ

れた。こうした状況を踏まえると、さらに西夏語『仏頂心大陀羅尼経』が

乾順時代に翻訳され、その後に西夏全域に流布したと確定することができ

る。

　以上をまとめると、本稿は、まずイギリス所蔵の黒水城西夏語『仏頂心

大陀羅尼経』に対して復元、翻訳、解釈を行ない、経典の同定を行ない、

あるいは誤った名称を訂正した。この翻訳と解釈に基づいて、この疑偽経

の内容は主に唐・智通訳『千眼千臂観世音菩薩陀羅尼神呪経』、唐・菩提

流志訳『千手千眼観世音菩薩姥陀羅尼経』、唐・伽梵達摩訳『千手千眼観

世音菩薩広大円満無碍大悲心陀羅尼経』に基づいており、千眼千臂観世音

菩薩信仰が流布した記録と見なすことができると考察した。遅くとも乾順

の時代には西夏語に翻訳され、漢語・西夏語テキストの異なる版が西夏国

内に伝播した。

【注】
※本稿は2018年度国家社会基金重大特別プロジェクト：マイナーな「失われた
学問」と各国史等の研究（認証番号2018VJX009）による研究部分的成果の一部
である。
1 　敦煌文献には、P. 3239、P. 3916が残っており、上・中・下の三巻に分かれる。

すなわち『仏頂心観世音菩薩大陀羅尼経』巻上、『仏頂心観世音菩薩療病催
産方』巻中、『仏頂心観世音菩薩救難神験経』巻下である。

2 　山西応県木塔出土遼代写本巻軸装『佛頂心観世音菩薩大陀羅経』。
3 　金・皇統三年（1143）石刻『仏頂心観世音菩薩大陀羅経』三巻と金・刻石

年代のない三巻が残る。
4 　牛汝極は、トルファン文献センターとロシア・サンクトペテルブルク東方

学研究所のクロトコフ蔵品のなかに、いくつかのウイグル語写本と版本の
『仏頂心大陀羅尼経』があり、すべて同一の訳本であって、ウイグル語の版
本は明代の重版本であるかもしれないとする。牛汝極「敦煌吐魯番回鶻漢
訳疑偽経」、『敦煌学輯刊』2000年第 2 期を参照。

5 　「第130， 佛 頂 心 観 世 音 菩 薩， и н в. №105，908，2827，2900，5478，
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5693。第131，仏頂心観世音菩薩患医生断法経，инв. №3820，7786。第
132，仏頂心観世音菩薩大陀羅尼経，инв. №116，2827。第133，仏頂陀羅尼経，
инв. №57，4357，4880，4887，4978，5150」。［ロシア］エヴゲーニイ・クチャー
ノフ編著、白濱訳『西夏文写本和刊本』（ロシア語版，1963年），中国社会
科学院民族研究所歴史研究室資料グループ編訳『民族史訳文集』（ 3 ），
1978年，第34頁を参照。

6 　Е. И. Кычанов. Каталог тангутских буддийских памятников. Москва : 

Университет Киото. 1999г. стр. 467-471. 
7 　張九玲「西夏本『仏頂心観世音菩薩大陀羅尼経』述略」、『寧夏社会科学』

2015年第 3 期。
8 　張九玲「『仏頂心観世音菩薩大陀羅尼経』的西夏訳本」、『寧夏師範学院学報』

2015年第 1 期。
9 　大英図書館・西北第二民族学院等編『英蔵黒水城文献』（第 2 冊）、上海：

上海古籍出版社、2005年、第333頁。
10　ロシア所蔵黒水城西夏語館冊第105号に「 」（若）はない。
11　イギリス所蔵Or. 12380-2102RV（K. K. II. 0243. e）の残葉に「 」（前）を

欠く。
12　大英図書館・西北第二民族学院等編『英蔵黒水城文献』（第 3 冊）、上海：

上海古籍出版社、2005年、第322頁。
13　西北第二民族学院・大英図書館等編『英蔵黒水城文献』（第 4 冊）、上海：

上海古籍出版社、2005年、第36・51・198頁。
14　西夏語「 」（高官を敕任する）は、漢語テキストでは「改めて懐州

刺史に任ず」とある。
15　北方民族大院・大英図書館等編『英蔵黒水城文献』（第 5 冊）、上海：上海

古籍出版社、2010年、第225-229頁。
16　西夏語「 」（敕任高官）、漢文はもともと「改任懐州刺史」を用いる。
17　西北第二民族学院・大英図書館等編『英蔵黒水城文献』（第 1 冊）、上海：

上海古籍出版社、2004年、第22頁。
18　西北第二民族学院・大英図書館等編『英蔵黒水城文献』（第 2 册）、上海：

上海古籍出版社、2005年、第28頁。
19　西夏語の「 」（三善月）は、漢語では「三朝満月」を用いる。善月は

一年の中の正月・五月・九月等などの三長斎月であり、この三か月の間に
長斎・行を持つことを指す。善事は善月といい、また三善月という。西夏
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語の表現はより仏教の本意に合致しているとわかるであろう。
20　西夏語の「 」（天亦不楽地亦不許）は、漢語では「天不容，

地不載」を用いる。
21　西北第二民族学院・大英図書館等編『英蔵黒水城文献』（第 2 冊）、上海：

上海古籍出版社、2005年、第44頁
22　西北第二民族学院・大英図書館等編『英蔵黒水城文献』（第 3 冊）、上海：

上海古籍出版社、2005年、第290頁。
23　西北第二民族学院・大英図書館等編『英蔵黒水城文献』（第 3 冊）、上海：

上海古籍出版社、2005年、第290頁。
24　西夏語「 」（災悪競生）について、漢語では「口舌競生」を用いる。
25　西北第二民族学院・大英図書館等編『英蔵黒水城文献』（第 2 冊）、上海：

上海古籍出版社、2005年、第107頁。
26　西夏語「 」（受敕）について、漢語は「上任」を用いる。
27　西北第二民族学院・大英図書館等編『英蔵黒水城文献』（第 2 冊）、上海：

上海古籍出版社、2005年、第107頁。
28　西夏語「 」（為官城主）について、漢語は「官人」を用いる。下の

文の中に直接的に西夏語の「 」（城主）を用いる。「城主」には西夏の
特徴が備わる。『天盛律令』においてしばしば見られる。

29　西北第二民族学院・大英図書館等編『英蔵黒水城文献』（第 2 冊）、上海：
上海古籍出版社、2005年、第345頁。

30　西夏語「 」（百千万苦）について、漢語は「百千万罪」を用いる。
31　西北第二民族学院・大英図書館等編『英蔵黒水城文献』（第 3 冊）、上海：

上海古籍出版社、2005年、第219頁。
32　西北第二民族学院・大英図書館等編『英蔵黒水城文献』（第 4 冊）、上海：

上海古籍出版社、2005年、第36頁。
33　西夏語「 」（楼主家隣人）について、漢語のテキストは「東隣西舍」

を用いる。
34　西北第二民族学院・大英図書館等編『英蔵黒水城文献』（第 4 冊）、上海：

上海古籍出版社、2005年、第51頁。 
35　西夏語「 」（以五色染絹）、漢語は「以色雑彩」を用いる。
36　（唐）伽梵達摩訳『千手千眼観世音菩薩広大円満無礙大悲心陀羅尼経』、『大

正蔵』第20巻、第1060号、第107頁上16行。
37　（唐）智通訳『千眼前臂観世音菩薩陀羅尼神呪経』巻下、『大正蔵』第20巻、
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第1057b、第94頁下 1 行。
38　（唐）智通訳『千眼前臂観世音菩薩陀羅尼神呪経』巻下、『大正蔵』第20巻、

第1057b、第93頁中10行。
39　（唐）菩提流志訳『千手千眼観世音菩薩姥陀羅尼経』、『大正蔵』第20巻、第

1058号、第101頁上23行。
40　（唐）義浄訳『薬師琉璃光七仏功徳本願経』、『大正蔵』第14巻、第451号、

第410頁上29行。
41　敦煌研究編『敦煌遺書総目索引新編』、北京：中華書局、2002、第43頁。
42　（唐）智通訳『千眼前臂観世音菩薩陀羅尼神呪経』巻上、『大正蔵』第20巻、

第1057b,第93頁中 1 行。
43　（唐）菩提流志訳『千手千眼観世音菩薩姥陀羅尼経』、『大正蔵』第20巻、第

1058号、第100頁下23行。
44　（唐）智通訳『千眼前臂観世音菩薩陀羅尼神呪経』巻上、『大正蔵』第20巻、

第1057b、第93頁中10行。
45　（唐）菩提流志訳『千手千眼観世音菩薩姥陀羅尼経』、『大正蔵』第20巻、第

1058号、第107頁上 7 行。
46　鄭阿財「敦煌写本『仏頂心観世音菩薩大陀羅尼経』研究」、『2000年敦煌学

国際学術討論会文集』、蘭州：甘肅民族出版社、2000年、第 8 頁。
47　崔紅芬『西夏河西仏教研究』、北京：民族出版社、2010年、第193〜198頁を

参照。
48　『応県木塔遼代密蔵』（文物出版社、1991年、第56頁）に雑抄第64号、65号『仏

頂心観世音菩薩大陀羅尼』巻軸装があるのを参照されたい。第64号は保存
状態が比較的良く、わずかに末尾を欠くだけである。各紙15、16行で、一
行に18、19字と等しくはない。撰者名はなく、その内容は多く唐・総持寺
沙門智通訳『千眼千臂観世音菩薩陀羅尼神呪経』を改変したものである。
文字が合致するだけでなく、遼代の僧侶が経典に附会して、療病・催産・
救難の雑方として編集したのであろう。第65号と64号は同じ経の異なる写
本である。

49　崔紅芬『西夏河西仏教研究』、北京：民族出版社、2010年、第22頁。
50　（元）脱脱等撰『遼史』巻18「興宗本紀」（一）、北京：中華書局標点本、

2000年、第213頁。
51　（元）脱脱等撰『遼史』巻27「天祚皇帝本紀」（一），北京：中華書局標点本、

2000年、第319・320・321・324頁。
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52　（元）脱脱等撰『遼史』巻22「道宗本紀」（二）、北京：中華書局標点本、
2000年、第267頁。

53　（元）脱脱等撰『遼史』巻26「道宗本紀」（六）、北京：中華書局標点本、
2000年、第308頁。

54　天盛18年 3 月14日は、火鼠年（1166年 7 月 8 日）である。
55　訳者（原著者）注：ここの「 」（子、鼠）は誤りかもしれない。天盛十八
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Университет  Киото. 1999г. стр. 467-471. 
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A Research of Tangut Fodingxin 
Avalokiteśvara Sutra

CUI Hong fen

	 Fodingxin Avalokiteśvara Sutra is an apocrypha that gradually formed 

since mid-Tang Dynasty, it mainly propagates the merits of Avalokiteśvara 

and efficacious stories. This article focuses on No.105 Fodingxin Avalokiteśvara 

Sutra collected in Russia, references other fragmentary sutras to type-in and 

make correction. Then makes a comparison between the vocabularies used in 

Chinese edition, and form an integrated three volumes edition. Based on 

translation and interpretation, the article makes textual research of Fodingxin 

Avalokiteśvara Sutra through origin of the Tangut fragmentary sutras, the 

ways of introduction to Tangut and the time of the translation, and draws a 

conclusion that the apocrypha is introduced from Hexi region to Tangut, then 

translated into Tangut during the emperor Qianshun and Renxiao. The 

context of it mainly according to Qianshouqianyan Avalokiteśvara Dharani 

translated by Zhi Tong in Tang Dynasty, Qianshouqianyan Avalokiteśvara Lao 

Dharani translated by Putiliuzhi in Tang Dynasty and Qianshouqianyan 

Avalokiteśvara Guangdayuanmanwuai Dabeixin Dharani translated by 

Jiafandamo in Tang Dynasty, we can regard it as the circulation notes of  

Qianshouqianyan Avalokiteśvara Dharani.
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崔紅芬氏の発表論文に対するコメント

索　羅寧＊著・松森秀幸＊＊訳

文献整理の部分について

　本論文の主な内容は、 1 ．テキストの処理と、 2 ．研究、という二つの

部分に分かれる。論者は何編かのイギリス所蔵西夏語残片を整理し、文字

の対照とロシア所蔵の資料との比較を行っている。最終的な考察の結論は、

イギリス所蔵西夏語資料の中の12篇が『仏頂心大陀羅尼経』に属する新資

料であるとしており、これはこれまで知られていないものであり、世界各

地に所蔵される西夏テキストを整理するという仕事に対して一定的の貢献

をなしたということができる。

　また、論者は関連する西夏文献の漢訳を提示している。テキストの処理

は、かなり堅実であり、内容の大部分は正確な解読であって、結論もかな

り明快であるということができる。論者のこの発見によって、これまでの

西夏テキストに対する理解に、重要な補足と修正が加えられた。

　テキスト研究の面における論者の考証の成果は受け入れることができる

ものであるが、論者が提示した漢語の翻訳については、その理由と出典が

明らかではない。もし論者が西夏語文献の漢文の出典を校定するのであれ

ば、関連する漢文の原文を提示し、その出典ならびに西夏語訳文との違い

を明記するべきである。本稿での論者自身の翻訳は、あくまで参考にすぎ

ず、論文の本文と見なすことはできない（サンスクリット語の原文・サン

スクリット語の解釈・古代漢語訳・現代語訳とを並記する、サンスクリッ

�
　＊中国人民大学西域歴史語言研究所教授。
＊＊創価大学比較文化研究所准教授。
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ト語文献の整理研究を参考にすることができるだろう）。このように異な

る言語のテキストの差異をあらわにすることができれば、西夏語と漢語の

間の違いを議論することができる。

　評者の理解によれば、両言語の差異は存在している。たとえば、西夏語

訳テキストがいわゆる「城主」（西夏語の単語であり、「山主」などの語彙

と関係があるはずである）を用いて漢語の「官人」を表すこと、文の中の

西夏語の「処格」（locative）が漢語の「辺」の字と関係すると理解できる

ことなどについては、すべてさらに議論が必要であるが、いずれも西夏人

の理解を表しており、内容に影響しないけれども、注意すべきである。

　論者の考察方法は、 1 ．西夏語の原文、 2 ．漢字への転写、 3 ．論者自

身の漢訳というものである。つまり、本論文には、関連する漢語の記述と

の比較が欠けているのである。論文の導入部分において、この経の敦煌、

遼の応県木塔などの版本の存在に言及し、他に張九玲の本文献に関する二

篇の論文を提示しているが、方広錩が早くに整理した黒水城出土の『仏頂

心陀羅尼経』の漢語版に言及していないようである。

　ご存知の通り、この資料は最も完成されたものであり、方教授はこの論

文において西夏の漢語テキストと遼の房山石経との関係というテーマを提

示している。いま問題としている西夏と遼仏教との関係に関する仮説に合

致しており、研究する価値は大きい。この論文はすでに法鼓山の『電子大

蔵経』に収録されており、たやすく利用することができる。また、西夏語

には、いくつかの通仮字があるようであり、翻訳の時代と背景を判断する

助けになるかもしれない。

研究部分について

　論者が議論する内容には特色があるが、論文の最も重要な部分は、「『仏

頂心大陀羅尼経』の西夏への流入」と「西夏語『仏頂心大陀羅尼経』の翻

訳年代」という二つの節である。論者は、本経が西夏による六回に及ぶ北
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宋からの大蔵経購入のルートによって西夏に伝わったとすることはできな

いと指摘している。本経は民間の仏教信仰の資料であり、歴代の大蔵経に

収録されるものではない。このことは方広錩がすでに指摘している。

　論者は本経の華北地域における流伝の状況が、遼・金時代の民間の仏教

信仰と関連するという考えを提示しているが、これは正しいだろう（房山

のテキストがあるからである）。遼・金・西夏の仏教の関係については、

確かに11世紀から13世紀の華北仏教史の一つの重要な要素である。本経の

西夏語訳文はこの仮説に対する一つの証拠とすることができる。

　ただし、論者が論文において言及するのは西夏の景宗・崇宗らが遼に公

主を求める慣例が仏教の発展と直接的な関係がないということである。評

者は、以下のことを提案したい。論者は、さらに遼の高僧である通理恒策

や善定等らの西夏語テキストと漢語版とが黒水城に存在していることを考

慮するべきである（聶鴻音・馮国棟・索羅寧らの論文が参考になるだろう）。

その上、法幢道敐の著作（『顕密円通成仏心要集』、『鏡心録』など）の西

夏における流伝もある。『仏頂心陀羅尼経』は、西夏と遼・金、あるいは

華北仏教全体に関係する代表的著作の一つに数えることができる。

　すなわち、遼・西夏の仏教の関係は公的な仏教に限られるのではなく、

民間信仰にも及んでいたことを表しているのである。西夏に伝わった年代

を考えれば、遼の道宗の時期、あるいはさらに少し遅いであろう。論者も

同じ考えであろうが、その理由は上述したものと異なっていたので、参考

になれば幸いである。

　『仏頂心陀羅尼経』の翻訳年代の問題は比較的容易に解決する。論者は

ロシア蔵の関連する文献の題記が、すべて天盛17年と18年、つまり1165年

から1166年に属すると指摘する。また、その他の資料に別に「発願者」と

「校勘者」の名が見られるが、すべて西夏の仁宗・天盛年間の人物である。

論者が1165年以前にこの文献の西夏語の翻訳文がすでに存在していたと考

察していることは受け入れることができる。

西夏の版本と宋代の異なる系統の大蔵経体系との関係の問題については、
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これまでのところ肯定的な結論を示すすべがないようである。一頁六行の

組み版は西夏文献の間ではありふれたものであり、具体な字数は、14字な

どというように一貫しているわけではない。羅炤教授との私的な交流に

よって、評者は、この組み版が遼代の民間の版本とつなげることができ、

中原の大蔵経の版本の体系とは直接的な関係がないかもしれないことを

知った。

　ここでも、記録によれば、遼がこれまで『遼蔵』を西夏に贈ったことは

ないということに注意しなければならない。しかし、この問題については、

さらに多くの考証が必要である。

　要するに、「イギリス所蔵西夏語『仏頂心大陀羅尼経』の翻訳・解釈と

関連する問題」は、我々に一つの重要な研究資料を提供しているのであり、

その内容を考察してゆけば、それによって論者はさらに多くの貢献をなす

ことができるかもしれない。

　以上の内容を踏まえて、二つの質問がある。

1 ．�この経が西夏に流伝したことは、遼・金の仏教の影響の痕跡と見

なすことはできないか。

2 ．�どの漢語テキストが、西夏語テキストに最も近いのか。房山のも

のか、敦煌のものか、あるいはその他の地域のものか。
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　 １ ．ご多忙のところ拙稿を詳細に読み、さらに拙稿に対して肯定的な意

見とアドバイスを示してくださったことについて、索羅寧教授に感謝の意

を示したい。

　 ２ ．「論者が提示した漢語の翻訳については、その理由と出典が明らか

ではない」とのコメントについて説明すると、『仏頂心陀羅尼経』は、黒

水城に漢文テキストのTK-174、房山石経・敦煌蔵経洞（3916号版本　が

比較的良い）にも漢文テキストが存在しており、私は西夏語テキストの翻

訳の過程において、いくつかの版本を同時に参考にした。

　 ３ ．西夏語テキストが敦煌・房山などのどの版本に近いのかについては、

現在のところ、しっかりと確定することはできない。方先生は房山石経本

を参照しつつ西夏の方塔本のテキストを公表しているが、この版本には黒

水城の漢文と個別の用語において違いが存在している。

　たとえば方塔本あるいは房山石経本・応県木塔本・敦煌本では「無碍自

在」とあるところが、TK-174本では「無量自在」であったり、敦煌本、

黒水城の漢文テキスト、応県木塔本では「即説姥陀羅尼曰」とあるところ

が、方塔本では「即説姥陀羅尼呪曰」と加筆があったりする。

　このような例は非常に多く、こうした状況については、ロシア所蔵本全

体の刊行の終了を待ち、イギリス所蔵の西夏語テキスト・ロシア所蔵の西

夏語テキスト・ロシア所蔵の漢文・敦煌の漢文・房山石経などといった系

統を比較して考察するしかない。

索羅寧氏のコメントに対する回答

崔　紅芬＊著・松森秀幸＊＊訳

�
　＊河北師範大学歴史文化学院教授。
＊＊創価大学比較文化研究所准教授。
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西夏人が仏教経典を西夏語に翻訳するときは、しばしばタングート人の風

俗習慣と生活の特徴に結び付けて仏教経典の一部の内容について適当な調

整と修正を行っている。このため、よりタングート人の特色と合致するの

である。

　 ４ ．版本の問題に関して、イギリス所蔵本はかなり不完全であり、しっ

かりと確定することはできない。ロシア所蔵本全体が刊行された後に、ロ

シア所蔵の異なる版本とイギリス所蔵本を比較、あるいはロシア所蔵とイ

ギリス所蔵の残葉を綴りあわせるなどするしかない。西夏の資料にはかな

り欠落があり、いくつかの内容は考証が非常に困難である。

　しかし西夏と遼との関係、黒水城文献の版本と応県木塔の版本との間に

は密切な関係が存在しており、西夏が遼と河西の影響を受けていたことは

言うまでもないことである。

　筆者は別稿の「山西応県木塔遺存遼代蔵経再探析（山西応県木塔に遺る

遼代蔵経についての再考察）」において、学術界において対立が大きい応

県木塔の一行15字の『大方広仏華厳経』について考察した。応県木塔のな

かの「 2 号・ 3 号・ 4 号の『大方広仏華厳経』巻第24、26、51は唐・実叉

難陀の訳であり、各紙は28行、一行15字で、上下に二重の枠線がある」。

竺沙雅章は、「これまで宋代に一行15字がある蔵経は発見されていない。

このため、これがどの蔵経の零本であるのかを確定することができない」

と考えている。

　宋においては一行15字の版式の仏教経典は発見されていないが、黒水城

出土の西夏語と漢文文献においては、逆に数多くの一行15字の残経があり、

また装幀の方法も非常に豊富である。ロシア所蔵黒水城漢文文献には西夏

刻本巻軸装『華厳経』（TK-88）（各紙28行、一行15字、上下に二重枠、潢

楮紙）が遺っており、応県木塔の 3 つの『大方広仏華厳経』（唐・実叉難

陀訳、各紙28行、一行15字、硬黄紙）と、上下に二重の枠線あるという版

式が非常によく一致している。さらに紙も基本的には一致している。

　黒水城出土の漢文『華厳経』は潢楮紙であり、遼代応県木塔は硬黄紙で
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あるが、紙に潢が入ったら硬黄紙になる。伝世文献の記録では明らかでは

ないけれども、出土文献は遼と西夏の関係を十分に説明しているのである。

　 ５ ．『仏頂心大陀羅尼経』は中国人が編纂した偽経と見なされており、

サンスクリット語を参照することについては現実的ではないだろう。




